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一般会計予算の概要と特徴

歳出　226億6,200万円

歳入　226億6,200万円

教育費について
　神町小学校の新設に伴う旧
校舎の解体経費や神町中学校
増築事業を計上したほか、小
中学校における一人１台端末
やICT支 援 員 の 配 置 な ど
GIGAスクール 構想に基づく
新たな経費を計上し、全体と
して増額を見込んでいます。

民生費について
　（仮称）東根こども園の建設
工事や、さくらんぼタントク
ルセンターの空調設備更新経
費を計上したほか、幼児教育・
保育の無償化、子育て応援新
５つ星事業など子育て支援へ
の経費および高齢者などへの
社会保障経費を引き続き計上
し、全体として増額を見込ん
でいます。

市税について
　令和２年度決算見込みなど
を踏まえ、個人市民税は前年
度とほぼ同額を見込むものの、
固定資産税と法人市民税は減
額を見込み、全体では3.6％
の減を見込んでいます。

繰入金について
　繰入金は、各種事業に対し
ふるさとづくり基金から繰入
を行うほか、小中学校建設基
金の廃止に伴い設置した公共
施設等総合管理基金から各施
設の長寿命化対策へ繰入を行
うなどして、前年より増額を
見込んでいます。

地方交付税について
　国の地方財政対策や市税等
の収入見込み、令和２年度決
算見込みなどを考慮し、減額
を見込んでいます。

国県支出金・市債について
　神町小学校旧校舎の解体工
事や（仮称）東根こども園、（仮
称）西部防災センターの整備
などの大規模工事を行うため、
全体として増額を見込んでい
ます。

※その他は、農林水産業費、商工費、消防費など

総務費について
　東京圏を主なターゲットと
した移住促進事業や結婚に伴
う経済負担を軽減する結婚新
生活支援事業を新たに計上し
たほか、定住促進事業の拡充
に係る経費を計上し、全体と
して増額を見込んでいます。

土木費について
　（仮称）大森山公園クロスカ
ントリーコースの整備関連経
費や道路等の整備改修に係る
経費等を計上した一方、道路
や施設の整備完了などにより、
全体として減額を見込んでい
ます。

自主財源
（46.4%）

市債
32億470万円
（14.1%）

（+17億1,880万円）

地方譲与税・
地方消費税交付金など
14億6,770万円
（6.5%）
（+5,105万円）

依存財源
（53.6%）

その他※
23億8,550万円
（10.5%）

（－2億2,976万円）

市税
60億9,563万円
（全体の26.9%）
（前年度当初予算比
－2億2,794万円） 

繰越金・繰入金・
寄附金・諸収入など
44億1,520万円
（19.5%）

（+3億5,903万円） 

地方交付税
36億2,200万円
（16.0%）

（－6億3,000万円）

国・県支出金
38億5,677万円
（17.0%）

（+1億6,307万円）

民生費
79億989万円
（全体の34.9%）
（前年度当初予算比
+9億9,296万円） 

教育費
27億5,075万円
（12.1%）

（+5億963万円）

総務費
41億1,141万円
（18.1%）

（+3億5,453万円）

公債費
19億5,222万円
（8.6%）

（－4,868万円）

土木費
19億7,598万円
（8.7%）

（－1億3,386万円）

衛生費
15億7,625万円
（7.0%）

（－1,083万円）
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226 億 6,200 万円
【一般会計】


